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市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

る
事
業
者
に
、
10
万

円
を
交
付
す
る
。
加

え
て
、
バ
ス
１
台
あ

た
り
３
万
円
、
タ
ク

シ
ー
１
台
あ
た
り

１
万
円
を
交
付
し
、

１
社
あ
た
り
の
上
限

額
は
１
０
０
万
円
。

当
該
助
成
金
は
、
公

共
交
通
感
染
症
対
策

事
業
の
一
環
と
し
て
実

施
す
る
も
の
で
、
運

行
継
続
に
資
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
に
関

す
る
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
利
用
者
が
大
幅

に
減
少
し
た
市
内
の

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な

ど
の
公
共
交
通
機
関

に
対
す
る
運
行
維
持

を
図
る
方
策
は
。

答　

今
回
の
補
正
予

算
に
お
い
て
、
「
運

行
継
続
助
成
金
」
の

給
付
を
盛
り
込
ん
で

お
り
、
基
礎
額
と
し

て
、
市
内
に
本
社
を

構
え
、
運
輸
局
登
録

車
両
が
10
台
以
上
の

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
に
40
万
円
、
10

台
未
満
の
事
業
者
に

20
万
円
を
、
ま
た
市

内
に
営
業
所
を
構
え

療
育

問　

市
内
で
希
望
す

る
療
育
が
受
け
ら
れ

ず
、
県
南
の
施
設
に

通
っ
て
い
る
子
ど
も

が
い
る
と
聞
く
。
県

南
に
限
ら
れ
た
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
状

況
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
市
内

に
県
南
と
同
様
の
整

備
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

答　

県
南
に
限
ら
れ

た
よ
り
総
合
的
で
専

門
的
な
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
、
国
の

定
め
る
条
件
に
お
い

て
県
が
事
業
者
を
指

定
し
、
提
供
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
市
内

の
事
業
者
か
ら
は
、

専
門
的
な
人
材
や
地

域
利
用
者
の
確
保
等

に
課
題
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
こ
の
課

題
に
お
い
て
は
、
津

山
地
域
自
立
支
援
協

議
会
の
構
成
自
治
体

と
の
現
状
把
握
を
し

た
う
え
で
、
県
に
対

し
て
事
業
支
援
等
の

要
望
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

津山市の療育事業に関して

バス、タクシー業者への運行維持支援策は？

津山市経済の活性化に向けた対策は
経
済

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
打
開
に
向
け
た
対

策
は
。

答　

市
経
済
の
活
性

化
に
向
け
て
、
販
路

開
拓
支
援
、
企
業
訪

問
を
通
じ
現
状
を
把

握
し
、
企
業
継
続
に

向
け
、
全
庁
挙
げ
て

取
り
組
む
。

公
立
大
学

問　

津
山
市
の
人
口

構
成
の
中
核
を
生
産

労
働
人
口
と
す
る
た

め
に
は
公
立
大
学
設

置
が
有
効
と
思
う

が
、
市
長
の
考
え
は
。

答　

高
等
教
育
機
関

は
、
都
市
の
拠
点
性

に
不
可
欠
な
機
能
で

あ
り
、
立
ち
上
げ
た

有
識
者
会
議
で
、
設

置
の
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
議
論
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
商
社

問　

圏
域
農
業
の
活

性
化
と
定
住
化
を
目

指
す
地
域
商
社
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
は
。

答　

少
し
で
も
早

く
、
農
家
の
所
得
向

上
と
担
い
手
確
保
に

つ
な
げ
、
持
続
可
能

な
産
業
に
し
た
い
。

地域商社について資料の提示を
障
害
者
虐
待

問　

市
内
の
あ
る
障

害
者
福
祉
施
設
で
の

「
虐
待
の
訴
え
」
に

対
し
て
、
ま
と
も
に

対
応
で
き
な
い
行
政

で
よ
い
の
か
。考
え
は
。

答　

虐
待
と
疑
わ
れ

る
通
報
を
受
け
た
場

合
は
、
関
係
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
速

や
か
に
虐
待
の
事
実

確
認
を
行
っ
て
い
く
。

地
域
商
社

問　

今
回
の
地
域
商

社
に
つ
い
て
、
会
社

づ
く
り
の
概
要
な
ど

主
要
７
項
目
を
作
成

し
て
、「
議
会
に
示

し
、
提
案
し
、
説
明

す
る
こ
と
」
が
必
須

条
件
だ
と
思
う
が
、

そ
れ
が
見
え
て
こ
な

い
。
な
ぜ
資
料
を
提

出
し
て
も
ら
え
な
い

の
か
。

答　

産
業
委
員
会
で

追
加
の
資
料
を
提
出

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

先
般
の
議
員
勉

強
会
で
は
、
仕
入
と

売
上
の
資
料
の
み
だ

っ
た
。
事
業
計
画
を

詳
細
に
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
な
い

の
で
は
。

答　

追
加
の
資
料
を

提
出
す
る
よ
う
考
え

て
い
る
。

「論理的思考力」を身につけるためには
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想（
※
）を
実

現
し
、
児
童
・
生
徒

に
「
論
理
的
思
考
力
」

を
身
に
つ
け
さ
せ
る

た
め
の
学
習
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答　

変
化
の
激
し
い

予
測
困
難
な
時
代
を

生
き
将
来
を
切
り
拓

く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
子
ど
も
た
ち
に
は
、

課
題
の
発
見
や
解
決
、

創
造
性
と
い
っ
た
資

質
・
能
力
が
重
要
に

な
る
。
論
理
的
思
考

力
は
、
こ
う
し
た
資

質
・
能
力
の
基
盤
を

形
成
す
る
も
の
で
あ

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
を
推
進
す

る
こ
と
が
極
め
て
有

効
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
学
習
ペ
ー
ス

に
対
応
し
た
、
個
別

最
適
化
さ
れ
た
学
び

の
充
実
が
可
能
と
な

る
。
児
童
生
徒
一
人

一
台
端
末
を
活
用
し

た
授
業
改
善
を
進
め
、

教
育
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
津
山
市
電
子
自
治

体
推
進
の
取
組

◆
令
和
２
年
９
月
補

正
予
算
に
関
す
る
事
項

道
路
管
理

問　

下
高
倉
地
区
内

で
、
市
道
の
通
行
不

能
状
態
は
改
善
さ
れ

た
か
。

答　

申
請
者
と
引
き

続
き
協
議
中
。
関
係

者
へ
理
解
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
を
伝
え

て
い
る
が
解
決
に

至
っ
て
な
い
。

問　

市
長
は
６
月
に

高
寿
園
を
訪
ね
て
市

道
の
話
を
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
内

容
は
。

答　

許
可
権
者
の
本

市
と
し
て
は
、
地
元

の
理
解
を
条
件
に
許

可
し
て
い
る
の
で
、

引
き
続
き
関
係
者
へ

理
解
を
い
た
だ
く
よ

う
話
を
し
た
。

問　

道
路
利
用
者
は

ど
の
よ
う
な
意
見
を

言
わ
れ
て
い
る
か
。

答　

市
道
に
隣
接
す

る
竹
林
が
あ
り
、
以

前
の
よ
う
に
軽
ト
ラ

が
通
行
で
き
れ
ば
、

機
械
を
入
れ
て
管
理

が
で
き
る
の
で
、
問

題
の
水
路
に
蓋
掛
け

を
し
て
従
来
の
道
路

幅
員
を
確
保
し
て
欲

し
い
と
言
っ
て
お
ら

れ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
感
染
症
対
策
は
基

本
に
戻
せ

◆
地
域
商
社
に
つ
い
て

下高倉地区内の通行不能解消を市長へお願い

未来

中島完一
未来

安東伸昭

市民が第一

河本英敏

日本共産党
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中村聖二郎
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津山自由民主
倶楽部

津本辰己

●政治家は、町内会の集会・旅行等の催物への寸志・飲食物の差し入れは禁止されています。

今後の対応は？

議案審査中の産業委員会療育センター（津山すこやか・こどもセンター）

農業者の所得向上に向けて

※ＧＩＧＡスクール構想…児童生徒向けの１人１台端末整備や高速大容量通信ネットワークの整備など、
　　　　　　　　　　　　ＩＣＴ教育環境を整え、創造性を育む教育を実現し次世代の人材を育てる国の構想

ＩＣＴを使用した教育とは？


